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４章 問題点とその原因・要因の考察 

 
１．基本的な考え方 

有明海・八代海においては、閉鎖性海域という条件の下、漁業、干拓、防災、海上交通等のた

めの開発が継続的に行われてきたことから、両海域は、自然環境自体の長期的変化とともに、人

為的な働きかけを受けつつ、その海域環境や生態系を変遷させて今日に至ったものと考えられ

る。 

両海域が抱える諸問題の原因・要因を可能な限り的確に把握した上で、両海域の再生に取り組

むことが望ましく、評価委員会に求められる任務はまさにこの点にあろう。 
こうした原因・要因の考察については、その特定自体は目的ではなく、有明海及び八代海の再

生に向けた措置に資するとの観点から、評価委員会としての見解を示すものである。 
 
２．問題点の特定と可能性のある要因 
（１）両海域における生物・水産資源にかかる問題点として、有明海では、有用二枚貝、魚類等

及びベントスの減少、ノリ養殖（不作）、八代海では、養殖魚介類への影響、魚類等の減

少、ノリ養殖（不作）に整理した。 
（２）評価委員会では、上述の問題点とその原因・要因に関する調査研究結果、文献、報告等を

整理し、問題点及び問題点に関連する可能性が指摘されている要因を図 4.2.1（有明海）

及び図 4.2.2（八代海）に取りまとめた。 

（３）図 4.2.1 及び図 4.2.2 で示された相関図には、定量的に明らかなもの、定性的に明らかな

もの、可能性は指摘されているものの根拠となるデータ等が明確でないものが混在してい

る。評価委員会においては、上記の相関図を出発点として、収集できた長期的データ、短

期的データ、実験や実証調査の結果、他海域における情報等を考慮した上で、３．では上

記（１）の問題点と直接関係するとされている諸要因との関連について、４．ではこれら

の直接的な環境要因が変化した要因について、各々、考察した。 
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注）陸域、河川の影響と海域環境のエリアに記載されている赤四角で囲まれた項目は、気象、海象の影響の「日照、風・降雨（台風）」の影響を受ける項目である。 

図 4.2.1 問題点と原因・要因との関連の可能性：有明海 
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注）陸域、河川の影響と海域環境のエリアに記載されている赤四角で囲まれた項目は、気象、海象の影響の「日照、風・降雨（台風）」の影響を受ける項目である。 

図 4.2.2 問題点と原因・要因との関連の可能性：八代海 
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３．問題点と直接的な環境要因との関連に関する考察 
（１）有明海 
ア）有用二枚貝の減少 
① タイラギ 
（現状と問題点の特定） 

タイラギの漁獲は数年おきにピークが生じたが、長崎県では 1990 年代から、佐賀県・福岡県

では 2000 年頃からピークがなくなり、殆ど漁獲されなくなった（図 4.3.1）。 

主要漁場である有明海北部海域（佐賀県・福岡県海域）において、中・西部の漁場が消失す

るとともに（図 4.3.2）、残された北東部の漁場では 2000 年以降に成貝の大量斃死の発生が確

認された。また、近年ナルトビエイ等による食害がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.1 有明海の県別のタイラギ漁獲量       図 4.3.2 有明海北部海域の漁場図 

 

（要因の考察） 

主要漁場である有明海北部海域（佐賀・福岡県海域）におけるタイラギ資源の減少について、

(a) 長期的な減少要因（中・西部漁場の消失）、(b) 近年の減少要因（北東部漁場の大量斃死

等）の２つに分けて整理、考察した。 

なお、漁獲量が減少して休漁状態となっている長崎県海域におけるタイラギ資源の減少要因

については、改めて精査され、今後、検討する必要がある。 

 

（a）長期的な減少要因 

タイラギ成貝の生息量調査（1976 年～1999 年）の結果、1992 年以降は東側に分布が偏る傾

向がみられ（別添資料 32）、また、 1981 年の調査では浮遊幼生・稚貝ともに広範囲に分布し

ていたのに対し、2003 年の調査では浮遊幼生は広範囲に見られるが、着底稚貝は東側海域に

偏って分布していた（図 4.3.3）。すなわち、中央～西側海域では浮遊幼生がいるものの着底
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稚貝が見られなくなっており、こうした着底稚貝の分布傾向はその後の調査（2004 年、2005

年）でも確認されている（別添資料 33）。 

浮遊幼生と着底稚貝の分布の違いについては、浮遊幼生が中央～西部の海域に着底しなか

ったのか、または同海域に着底した後に死亡したのか、という２つの理由が想定されるが、

浮遊幼生には着底時の底質選択性はなく、砂のない泥の基質では斃死（砂のある基質では着

底後に足糸で砂粒に固着して生存）することが実験によって確認されたことから（別添資料

34）、稚貝が見られない中央～西部海域では浮遊幼生は着底後に斃死したものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.3 タイラギの浮遊幼生、

着底稚貝の分布域の比較 

 

 

タイラギ稚貝と底質との関係については、2003 年～2005 年の調査結果から、酸揮発性硫化

物（AVA-S）、強熱減量が少なく、中央粒径値（Mdφ）４付近の底質に稚貝が多く分布するこ

とが示されている（図 4.3.4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3.4 底質の酸揮発性硫化物（AVS-S）、強熱減量、中央粒径値、泥分率と稚貝密度の関係 
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